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２０１５年２月期第２四半期の業績
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第2四半期累計 前年比 前年差

売上高 １１，０９２ １０１．４％ +１４８

売上総利益 ６，００９ １０４．９％ +２８３

営業利益 ５ － +７２４

経常利益 １０７ － +７２０

当期純利益 ▲１３２ － +６２３

1株当たり当期純利益 ▲４．８０円 － ＋２２．６３円

（要約）連結損益計算書

単位：百万円

■増収増益
■営業利益・経常利益 黒字転換
■売上総利益率 １．９ｐ改善
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（要約）単体損益計算書

単位：百万円

■増収増益、営業利益・経常利益黒字転換
■売上高既存比１０３．０％ （客数９７．２％、客単価１０６．１％）
■売上総利益率 １．９ｐ改善
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第2四半期累計 前年比 前年差

売上高 １０，９７６ １０１．４％ ＋１４９

売上総利益 ５，９６０ １０５．１％ ＋２９０

営業利益 ４４ ー ＋７０９

経常利益 ７５ ー ＋６７３

当期純利益 ▲１３５ ー ＋６００

1株当たり当期純利益 ▲４．９３円 ー ＋２１．８０円



連結貸借対照表 単位：百万円

第2四半期 期首比

流動資産 ７，６５０ ９４．１％

固定資産 １２，１３３ ９４．３％

資産合計 １９，７８３ ９４．２％

流動負債 ４，１０８ ８３．１％

固定負債 ２，７２５ ９７．１％

純資産 １２，９４９ ９７．８％

負債・純資産
合計

１９，７８３ ９４．２％

㈱コックス 財務状況
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■最大の課題であった在庫問題を
前期末までに解決させ、商品在庫が
期首より４億４１百万円減少。

連結キャッシュフロー計算書 単位：百万円

第2四半期
累計

前年差

営業活動による
キャッシュフロー

▲６４９ ＋２４０

投資活動による
キャッシュフロー

▲２４６ ＋５８０

財務活動による
キャッシュフロー

▲０ ▲０

現金及び現金同
等物の増減額

▲９０５ ＋７９３

現金及び現金同
等物の期首残高

４，７５４ ▲１，３４７

現金及び現金同
等物の期末残高

３，８４８ ▲５５４

■業績改善により、キャッシュフローも好転。



２０１５年２月期第２四半期の概要
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（国内単体） 重点施策の３つの構造改革が奏功
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1．事業構造改革
（１）基幹ブランドikkaの回復

ikka売上高増加額 ＋５７３百万円
前年比１０９．９％

売上高構成比 当年 前年差

ikka ５７．８％ ＋４．５ｐ



（国内単体） 重点施策の３つの構造改革が奏功
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①メンズの拡大

売上高前年比 １１１．８％
内、衣料 １０９．５％

雑貨 １２４．７％

ビジカジ商品の売上拡大
（テーラードジャケット・バッグ・革小物）

ikka全店に展開開始



（国内単体） 重点施策の３つの構造改革が奏功
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②レディスの復活

売上高前年比
１０６．０％

メンズの
ビジカジテイストに
対応した
新たなテイストの導入
による客層拡大。



（国内単体） 重点施策の３つの構造改革が奏功
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③ikka新業態ikka LOUNGE 好調に推移
１）２０１３年１２月 イオンモール幕張新都心店 オープン

２）２０１４年３月 イオンモール新潟南店 改装オープン
３）２０１４年３月 ＺＯＺＯＴＯＷＮに出店

イオンモール幕張新都心店 （2013/12/16オープン） イオンモール新潟南店 （2014/3/7改装オープン）



（国内単体） 重点施策の３つの構造改革が奏功
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（２）VENCE EXCHANGE
カップルブランドへの転身
メンズを追加した店舗の増加



（国内単体） 重点施策の３つの構造改革が奏功
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（３）LBC
生活雑貨ブランドの確立
生活雑貨によるローンチ実施
売上高構成比のアップ



（国内単体） 重点施策の３つの構造改革が奏功
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2．MD構造改革

「売上総利益率 前年差１．９ｐ改善」

施策
（１）鮮度最優先し、正価販売に徹する。

（２）夏の販促を２度に分けたＭＤ計画に基づき、
「夏の新作」を継続的に投入したことが奏功。
（カットソー・リネンの７分シャツ・丈変化パンツなど）



（国内単体） 重点施策の３つの構造改革が奏功
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2．MD構造改革

正価販売比率 売価変更率 商品回転日数

前年差 １６．９ｐ改善 ４．７ｐ改善 ９．９日改善

前年差 3月度 4月度 5月度 6月度 7月度 8月度

正価販売比率
3.5ｐ
改善

18.8ｐ
改善

23.4ｐ
改善

18.3ｐ
改善

24.7ｐ
改善

13.1ｐ
改善

売価変更率
6.2ｐ
改悪

3.6ｐ
改善

6.5ｐ
改善

11.0ｐ
改悪

35.4ｐ
改善

1.8ｐ
改善

商品回転日数
8.4日
改善

3.9日
改善

7.1日
改善

3.6日
改善

13.7日
改善

23.3日
改善



（国内単体） 重点施策の３つの構造改革が奏功
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3．コスト構造改革

販管費計 前年比 ９３．４％
４１９百万円の削減

損益分岐点売上高の引き下げ
月間 １０％ダウン



２０１５年２月期第２四半期のトピックス
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売上高既存前年比推移
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2015年2月期第2四半期 トピックス
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消費増税の影響は限定的
売上高既存比
３月度１０２．０％ ４月度９９．４％ 5月度１０４．０％

夏のセール時の客数増 ８月度売上高既存比１１４．８％ 客数既存比１０８．４％

増税の影響は限定的
５月度に回復

夏の販促を
２回に分けたＭＤ計画に基づき、
夏の新作の継続的な投入が奏功



2015年2月期第2四半期 トピックス

Ｅコマースの売上拡大

Ｅコマース 上半期売上高２４８百万円
前年差+１５５百万円
ＥＣ化率２．３％
主要３ブランドがＺＯＺＯＴＯＷＮに出揃う
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VENCE EXCHANGE
ZOZOTOWN出店

ikka LOUNGE
ZOZOTOWN出店 ９月 LBC

ZOZOTOWN出店



2015年2月期第2四半期 トピックス

中国事業のモデル転換
直営店舗の縮小完了
直営小売事業から商品供給事業へシフト
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（変更後） イオンモール北京国際商城店

（変更後） イオンモール蘇州呉中店

・商品改革 （雑貨導入・価格見直し）
・売場改革・売り方改革 （雑貨什器導入・陳列方法見直し）
・営業サポート・巡回サービス指導・従業員教育など。



２０１５年２月期下半期の重点取り組み事項
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（国内単体） 下半期の重点取り組み事項
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１．事業構造改革

ikkaを柱とした成長を更に推進
①10周年企画
（セレクト商品拡大・期間限定スペシャルサイトＯＰＥＮ・
ファッションを通した社会貢献活動への参加）

②新店6店舗・改装3店舗
（内、ikka LOUNGEで新店2店舗
：イオンモール京都桂川・イオンモール岡山）

９月度売上高実績 全社既存比１０６．３％
ikka既存比１０８．０％

上半期に成果の出た改革を継続して実行
ikka売上高構成比

当 年 前年差

上半期 ５７．８％ ＋４．５ｐ

下半期 ６３．１％ ＋７．１ｐ



（国内単体） 下半期の重点取り組み事項
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ＶＥＮＣＥ ＥＸＣＨＡＮＧＥ
まだ伸びしろのあるメンズをさらに拡大
メンズ ９月度
売上高３７百万円、前年比１３９．１％

ＬＢＣ
ハロウィンや
クリスマスで
大々的な
ローンチ計画
準備完了



（国内単体） 下半期の重点取り組み事項

23

２．MD構造改革

商品回転日数の向上、売価変更の削減による
売上総利益率の改善の継続

①５２週ＭＤのローンチ計画の実行による
鮮度最優先

②冬セール時に夏の成功事例の活用による
正価販売比率の上昇
（下半期 正価販売比率 目標６０％）



（国内単体） 下半期の新たな取り組み
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新たな取り組み
①欧州を中心としたセレクト商品の拡充



（国内単体） 下半期の新たな取り組み
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②営業力強化
・社内教育を強化している接客力の活用
・タブレットを活用したVMD強化と
店舗間格差の標準化

③インバウンド対応
社内プロジェクトチーム立ち上げ
テストマーケティング開始（対象１５店舗）
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直近の状況 9月度の売上高の状況
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９月度も順調なスタート
売上高既存前年比 １０６．３％



２０１５年２月期業績予想
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（単位：百万円）

連結 単体

上半期
業績

通期
（予想）

上半期
業績

通期
（予想）

売上高 １１，０９２ ２１，１００ １０，９７６ ２１，０００

営業利益 ５ ２０ ４４ １００

経常利益 １０７ １９０ ７５ １５０

当期純利益 ▲１３２ ▲２５０ ▲１３５ ▲２５０

2015年2月期業績予想

年初の業績予想数値を目指す。
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（単位 百万円） 連結 営業利益 対前年改善額推移
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2015年2月期業績予想

連結 営業利益 対前年改善額推移



30

□業績予想に関するご注意

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する事項は、当社が資料作成時点で

入手した情報に基づき判断した見込みであり、その情報の正確性を保証するものではありません。

今後、様々な要因の変化により、実際の業績とは異なる可能性があることをご承知置きください。

□数値表記について

資料内の数値は百万円未満を切り捨て、比率は小数点第2位を四捨五入して表示しております。

＜お問い合わせ先＞
経営管理部 速水（はやみ）
TEL ： ０３－５８２１－６０７０ / FAX ： ０３－５８２１－１０３１
http://www.cox-online.co.jp/

ご静聴頂き誠にありがとうございました。

ご意見・ご質問につきましては、

下記にお問い合わせ頂きます様お願い致します。


